
は
し
が
き

最
近
の
社
会
保
障
制
度
改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
自
立
支
援
」
と
「
地
方
分
権
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な

い
で
あ
ろ
う
。「
自
立
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
な
ど
法
律
名
に
な
っ
て
い
る
の
も
あ

れ
ば
、
条
文
の
な
か
で
、「
自
立
を
助
長
す
る
」（
生
活
保
護
法
一
条
）
と
か
、「
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
」（
介
護
保
険
法
二
条
四
項
）
と
い
っ
た
よ
う
に
「
自
立
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
自
立
を
支
援
す
る
こ

と
が
社
会
保
障
法
の
目
的
で
あ
る
と
し
て
、
社
会
保
障
法
体
系
の
な
か
に
「
自
立
支
援
保
障
法
」
と
い
っ
た
分
野
を
唱
え
る
学
説
も
あ

る
。
し
か
し
、
自
立
支
援
と
い
っ
て
も
、
生
活
保
護
給
付
の
よ
う
な
所
得
保
障
給
付
と
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
と
い
っ
た
サ
ー
ビ

ス
給
付
と
で
は
そ
の
意
味
も
違
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
前
に
、
自
立
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
状
態
を
さ
す
の
か
、
日
常
生
活

自
立
支
援
な
の
か
、
社
会
生
活
自
立
支
援
な
の
か
、
あ
る
い
は
就
労
自
立
支
援
な
の
か
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
。
特
に
、
就
労
自
立
支

援
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
度
か
ら
、
生
活
保
護
受
給
者
の
う
ち
稼
働
能
力
の
あ
る
者
に
つ
き
「
就
労
自
立
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
生
活
保
護
受
給
に
至
ら
な
い
段
階
で
生
活
困
窮
者
を
就
労
自
立
へ
と

向
か
わ
せ
よ
う
と
い
う
目
的
で
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
法
の

分
野
で
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
改
正
に
よ
り
、
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
、
介
護
保
険
の
財
源
の
一
部
を

使
っ
て
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
新
し
い
給
付
、
す
な
わ
ち
新
「
予
防
給
付
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
で
は
、

「
予
防
給
付
」
を
要
介
護
状
態
に
陥
ら
な
い
た
め
の
自
立
支
援
給
付
と
位
置
づ
け
て
、「
自
立
支
援
」
の
項
目
に
含
め
て
取
り
扱
っ
て
い
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る
。他

方
、
社
会
保
障
に
お
け
る
「
地
方
分
権
」
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
の
「
事
務
整
理
合
理
化
法
」
に
始

ま
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
大
半
が
中
央
集
権
的
な
色
彩
の
強
い
機
関
委
任
事

務
と
し
て
執
行
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
改
め
ら
れ
、
新
た
に
団
体
委
任
事
務
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
児

童
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
一
定
の
裁
量
の
余
地
が
認
め
ら
れ
、
以
後
、
社
会
保
障
に
お
け
る

地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
社
会
保
障
行
政
は
、
法
定
受
託
事
務
や
自
治
事
務
に
再
編
成
さ
れ
、
地
方
公

共
団
体
（
特
に
市
町
村
）
へ
の
権
限
移
譲
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
の
福
祉
八
法
改
正
に
よ
り
、
高
齢
者
福

祉
・
身
体
障
害
者
福
祉
の
措
置
権
限
が
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
は
、
介
護
保
険

法
改
正
に
よ
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
へ
と
続
き
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
の
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
推
進
法
」
で
は
、
施
設
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
が
、
厚
生
労
働
省
令
か
ら
都
道
府
県
の
条
例
（
地
域
密
着
型
に
つ
い
て
は

市
町
村
条
例
）
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
近
で
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
要

支
援
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
た
介
護
予
防
給
付
の
う
ち
、
訪
問
介
護
事
業
と
通
所
介
護
事
業
が
市
町
村
で
実
施
す
る
地
域
支
援
事
業

へ
と
移
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
国
の
役
割
が
大
き
い
生
活
保
護
法
の
分
野
で
も
、
以
前
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
て
き

た
生
活
保
護
基
準
（
保
護
費
）
を
こ
れ
か
ら
は
都
道
府
県
の
判
断
で
条
例
に
よ
り
設
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
地
方
分

権
推
進
派
の
意
見
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

し
か
し
、「
自
立
支
援
」
と
「
地
方
分
権
」
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
や
課
題
も
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
早
く
か
ら
生
活
保

護
受
給
者
に
対
す
る
就
労
自
立
支
援
政
策
（
W
orkfare）
が
進
め
ら
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
受
給
者
の
意
思
を
無
視
し
た

よ
う
な
形
で
求
職
活
動
を
強
制
さ
れ
た
り
、
無
理
や
り
低
賃
金
労
働
に
押
し
込
め
ら
れ
る
と
い
う
事
例
が
み
ら
れ
た
。
低
賃
金
の
非
正

規
雇
用
に
従
事
し
た
と
し
て
も
長
期
的
に
安
定
し
た
生
活
は
得
ら
れ
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
生
活
保
護
に
戻
っ
て
き
て
し
ま
う
と
い
う
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ケ
ー
ス
も
い
く
つ
も
報
告
さ
れ
て
い
た
。
わ
が
国
で
も
、
受
給
者
の
側
で
就
労
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
熱
心
に
取
り
組
む
姿
勢
が
み

ら
れ
な
い
と
き
は
、
指
導
・
指
示
の
後
に
保
護
の
停
止
・
廃
止
の
処
分
が
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
最
低
生
活
保
障
た
る
生
活
保
護
給
付
と
就
労
自
立
支
援
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
い
ま
や
雇
用
と
社
会
保
障
を
結
び
つ
け
て
「
生
活
保
障
」
と
い
う
新
し
い
概
念
を
提
唱
す
る
研
究
者
も
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

で
は
、
生
活
保
護
受
給
と
引
き
換
え
に
就
労
に
向
け
て
努
力
す
る
と
い
う
契
約
を
行
政
機
関
と
受
給
者
と
の
間
で
結
び
、
も
し
も
受
給

者
が
就
労
へ
の
努
力
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
契
約
違
反
と
し
て
生
活
保
護
給
付
を
打
ち
切
る
と
い
う
よ
う
に
、
生
活
保
護
給
付
を
「
契

約
」
概
念
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
理
論
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。
現
在
の
社
会
的
情
勢
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
生
活
保
護
は
生
存

権
に
基
づ
く
最
低
生
活
保
障
給
付
で
あ
る
と
い
う
説
明
だ
け
で
は
国
民
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
こ
と

も
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
最
低
生
活
さ
え
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
生
活
保
障
を
行
う
と
い
う
社
会
保
障
の
原
理
が

い
つ
の
間
に
か
後
退
し
て
い
っ
て
、
就
労
対
策
の
ほ
う
が
こ
れ
に
優
先
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
社
会
保
障
法
学
に

と
っ
て
も
決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

地
方
分
権
の
動
き
に
つ
い
て
も
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
市
町
村
を
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
と
す
る
一
連

の
社
会
保
障
制
度
改
革
は
、
市
町
村
の
財
政
規
模
や
人
口
構
成
の
違
い
に
よ
っ
て
市
町
村
間
に
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
を
も
た
ら
す
の
で
は

な
い
か
、
そ
れ
は
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
を
等
し
く
国
民
に
保
障
す
る
と
し
て
き
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
考
え
方
と
齟
齬

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
批
判
は
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
与
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
と
ん
ど

は
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
法
人
等
の
民
間
団
体
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

委
託
さ
れ
た
民
間
団
体
の
規
模
や
人
的
資
源
、
力
量
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
量
と
質
に
つ
い
て
、
大
き
な
格
差
が
出
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
保
険
給
付
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
要

支
援
者
に
対
す
る
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
が
、
市
町
村
が
運
営
す
る
地
域
支
援
事
業
へ
と
移
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
見
守
り
、
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配
食
な
ど
の
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し
い
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
へ
と
再
編
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
要
支
援
者
に
対
す
る
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
住
民
の
参
加
を
得
て
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
の
改
革
で
あ
ろ
う
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
担
い
手
不
足
が
慢
性
的
に

続
い
て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
果
た
し
て
、
ど
こ
ま
で
「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
」
事
業
展
開
が
で
き
る
の
か
、
不
安
は
や
は
り
ぬ
ぐ

い
き
れ
な
い
。
さ
ら
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
こ
と
で
、
介
護
保
険
法
の
カ
バ
ー
す
る
範

囲
や
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
も
つ
者
や
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い
を

基
本
と
す
る
地
域
福
祉
の
シ
ス
テ
ム
を
、
金
銭
給
付
方
式
を
と
る
介
護
保
険
法
の
な
か
に
取
り
込
ん
で
く
る
こ
と
に
違
和
感
を
も
つ
者

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
書
は
、「
自
立
支
援
」
と
「
地
方
分
権
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
法
と
介
護
保
険
法
の
二
つ
の
法
制
度
を
中
心
に
し
て
、

最
近
の
制
度
・
政
策
の
展
開
と
そ
こ
に
潜
む
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
初
出
原

稿
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
1
部

生
活
保
護
法
に
お
け
る
自
立
支
援
と
地
方
分
権

第
1
章

資
産
・
能
力
活
用
と
生
活
保
護

（
日
本
社
会
保
障
法
学
会
編
『
講
座
社
会
保
障
法

第
五
巻

住
居
保
障
法
・
公
的
扶
助
法
』法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
一
年
一
一

月
）

第
2
章

生
活
保
護
法
と
自
立
│
就
労
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
と
し
て

（
社
会
保
障
法
第
二
二
号
、
日
本
社
会
保
障
法
学
会
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）

第
3
章

就
労
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
と
雇
用
政
策
と
の
融
合

（
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
第
一
八
巻
三
号
四
号
合
併
号
、
熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
学
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
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第
4
章

地
方
分
権
と
所
得
保
障
│
生
活
保
護
制
度
を
中
心
と
し
て

（
社
会
保
障
法
第
二
七
号
、
日
本
社
会
保
障
法
学
会
、
二
〇
一
二
年
五
月
）

第
5
章

最
低
所
得
保
障
と
雇
用
促
進
政
策
│
荒
木
理
論
を
手
が
か
り
と
し
て

（
荒
木
誠
之
先
生
米
寿
祝
賀
論
文
集
『
労
働
関
係
と
社
会
保
障
法
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
三
年
一
月
）

第
6
章

生
活
保
護
法
二
〇
一
三
年
改
正
と
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
制
定

（
書
き
下
ろ
し
）

第
2
部

介
護
保
険
法
に
お
け
る
自
立
支
援
と
地
方
分
権

第
1
章

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
と
地
方
自
治

（
河
野
正
輝
・
菊
池
高
志
編
『
高
齢
者
の
法
』
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
一
二
月
）

第
2
章

介
護
保
険
法
に
お
け
る
新
予
防
給
付
と
地
域
支
援
事
業

（
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
第
一
二
巻
第
一
号
二
号
合
併
号
、
熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
学
会
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）

第
3
章

介
護
保
険
法
二
〇
一
一
年
改
正
の
評
価
と
今
後
の
課
題

（
ジ
ュ
リ
ス
ト
№
一
四
三
三
、
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
）

第
4
章

介
護
保
険
法
二
〇
一
一
年
改
正
と
報
酬
体
系
の
改
定

（
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
第
一
九
巻
二
号
、
熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
学
会
、
二
〇
一
三
年
二
月
）

第
5
章

介
護
保
険
制
度
改
革
に
お
け
る
二
〇
一
四
年
改
正
の
意
味

（
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
第
二
一
巻
二
号
、
熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
学
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

こ
の
な
か
に
は
、
か
な
り
前
に
書
か
れ
た
原
稿
も
あ
り
、
な
か
に
は
制
度
改
革
前
の
記
述
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、
相
互

に
重
複
し
た
記
述
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
な
に
よ
り
も
、
本
書
の
題
名
が
『
社
会
保
障
法
に
お
け
る
自
立
支
援
と
地
方
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分
権
』
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
立
支
援
と
地
方
分
権
と
の
相
互
関
連
性
や
連
動
性
に
つ
い
て
の
考
察
は
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
個
別
の
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
読
者

の
方
々
に
お
詫
び
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

著
者
が
こ
の
テ
ー
マ
に
興
味
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
、
偶
然
と
い
え
ば
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。「
地
方
分
権
」
の
ほ
う
は
、
一
九
八

八
（
昭
和
六
三
）
年
五
月
、
熊
本
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
一
三
回
社
会
保
障
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
方
自
治
と
社
会
保
障
」
に
報

告
者
の
一
人
と
し
て
加
え
て
も
ら
い
、「
最
近
の
社
会
保
障
制
度
の
改
革
と
地
方
自
治
│
補
助
金
削
減
一
括
法
と
事
務
整
理
合
理
化
法

を
め
ぐ
る
問
題
点
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
報
告
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
当
時
、
社
会
保
障
を
地
方
分
権
の
視
点
か
ら
考
察

す
る
と
い
う
研
究
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
何
を
ど
う
扱
っ
て
報
告
し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
の
出
発
点
の
段
階
で
ず

い
ぶ
ん
苦
労
し
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

「
自
立
支
援
」
の
ほ
う
は
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
デ
ュ
ー
ク
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

に
一
年
間
留
学
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
同
年
の
八
月
に
、
筆
者
は
、
到
着
し
た
ば
か
り
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
の
ホ

テ
ル
で
新
聞
を
見
て
い
た
と
き
に
、「
五
〇
年
ぶ
り
の
福
祉
大
改
革
」
と
い
う
見
出
し
に
気
づ
い
た
。
そ
こ
に
は
、
生
活
保
護
を
受
給

し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
親
に
対
し
て
就
労
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
家
庭
支
援
法
」（
Fam
ily
Support
A
ct）
の
成
立
が

大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
W
orkfare
の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
法
律
に
は
、
も
し
、
就
労
し
な
い
と
き
は
、
代
わ
り
に

生
活
保
護
受
給
金
額
分
だ
け
公
共
作
業
に
従
事
さ
せ
る
と
い
う
政
策
も
含
ま
れ
て
い
た
。
帰
国
し
て
す
ぐ
に
東
京
大
学
で
開
催
さ
れ
た

日
本
社
会
保
障
法
学
会
第
一
八
回
大
会
（
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
一
〇
月
）
で
、「
ア
メ
リ
カ
公
的
扶
助
制
度
の
最
近
の
動
向
│
就
労
奨

励
政
策
の
展
開
」
と
題
す
る
研
究
報
告
を
行
っ
た
が
、
そ
の
と
き
に
は
、
日
本
で
は
生
活
保
護
受
給
者
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
ま

た
財
政
も
今
ほ
ど
逼
迫
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
、
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
程
度
で
あ
ま
り
関
心
は

も
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
一
〇
年
以
上
た
っ
た
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
、
著
者
は
、

vi



厚
生
労
働
省
か
ら
「
生
活
保
護
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
要
請
を
受
け
た
。

日
本
で
も
よ
う
や
く
W
orkfare
が
本
格
的
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
入
学
し
て
か
ら
数
え
る
と
、
今
年
で
、
四
〇
年
間
の
研
究
生
活
を
過
ご
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

思
い
返
せ
ば
四
〇
年
間
何
を
研
究
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
満
足
な
研
究
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
研
究
面
に
つ
い
て

は
、
た
だ
た
だ
反
省
す
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
今
年
は
熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
学
部
を
定
年
退
職
す
る
年
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
こ
れ
を
機
会
に
、
自
信
作
と
い
え
る
よ
う
な
論
文
は
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
な
い
の
で
あ
る
が
、
せ
め
て
研
究
生
活
の
区
切
り
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
い
く
つ
か
の
論
文
を
集
め
て
、
退
職
の
年
に
刊
行
し
よ
う
と
考
え
た
。

研
究
面
で
は
た
い
し
た
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
大
学
生
活
・
研
究
生
活
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
を
多
く
の
人
た
ち
に
感
謝
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
恵
ま
れ
た
環
境
と
は
、
良
き
恩
師
と
良
き
研
究
者
仲

間
、
そ
し
て
良
き
教
え
子
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
九
州
大
学
大
学
院
時
代
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い

た
九
州
大
学
名
誉
教
授
の
荒
木
誠
之
先
生
か
ら
は
、
言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
ご
恩
を
受
け
た
。「
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は

『
石
橋
く
ん
も
ま
だ
ま
だ
だ
ね
。』
と
い
わ
れ
そ
う
だ
が
、
と
も
か
く
荒
木
先
生
が
お
元
気
な
う
ち
に
、
本
書
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。」
と
初
稿
に
書
い
た
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
荒
木
先
生
は
、
一
一
月
一
二
日
、
か
え
ら
ぬ
人
と
な

ら
れ
た
。
突
然
の
訃
報
に
愕
然
と
す
る
と
同
時
に
、
も
う
少
し
早
く
刊
行
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
ま
た
、

良
永
彌
太
郎
熊
本
大
学
名
誉
教
授
、
柳
澤
旭
山
口
大
学
名
誉
教
授
、
阿
部
和
光
久
留
米
大
学
教
授
、
山
田
晋
広
島
修
道
大
学
教
授
に
は
、

研
究
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
公
私
に
わ
た
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
、
肝
臓
を
虐

待
し
な
が
ら
、
夜
遅
く
ま
で
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
っ
た
四
人
の
研
究
仲
間
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
熊
本
女
子
大
学
生

活
科
学
部
時
代
、
熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
学
部
時
代
を
通
し
て
、
学
内
外
で
、
筆
者
の
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
、
あ
る
と
き
は
叱
咤

し
て
く
れ
、
あ
る
と
き
は
激
励
し
て
く
れ
た
多
く
の
教
え
子
に
も
、
手
を
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
多
く
の
教
え
子
の
支
え
が
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あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
書
い
て
く
る
と
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
厚
情
を
え

て
幸
せ
な
大
学
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
ま
さ
ら
な
が
ら
に
思
う
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
書
の
刊
行
に
つ
い
て
、
め
ん
ど
う
な
作
業
を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
法
律
文
化
社
編
集
部
の
小
西
英

央
氏
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
書
は
、
熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
学
会
の
出
版
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
総
合

管
理
学
会
に
も
感
謝
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
一
二
月

石
橋

敏
郎
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